
 

 

 

 

 

 

（翻訳） 

新聞「New Light of Myanmar」 2010 年 5 月 4 日号 

 

地震やサイクロンについて防災教育を行う船、バワ・ティット号の進水式が

行われました 

 

ヤンゴン 5 月 3 日  ミャンマー工学会（MES）と SEEDS Asia が共同で行ってきた防災プログラムのひとつとして、移動式防

災教室の船、バワ・ティット号の進水式がセイク・カン管区ナン・ティダ船乗り場で 2 日午後に行われました。記念式典では防

衛省ミン・スウェ大臣が発言し、MES 代表や関係者が防災教育について話をしました。 

 

ヤンゴン管区平和開発委員会議長のウィン・ミン司令官、MES の代表者、政府関係者らが公式的に船の進水を宣言しまし

た。ミン・スェ大臣および一行はサイクロンや地震のモデルやポスターを視察しました。同船は、移動式防災教室のトラックが

行くことのできない沿岸部、特に、エヤワディ・デルタとヤンゴン管区におけるサイクロン・ナルギス被災地域を訪問する予定

です。 


